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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 3 6 3 7 0 0 0 1 4 5 1 2 1 0
2 * 0 0 6 12 0 0 2 0 1 1 0 0 0 0
15 * 0 0 3 6 2 4 2 3 4 7 2 4 2 0
16 * 1 4 2 4 0 0 3 1 4 5 0 1 0 0
28 * 0 3 2 3 0 0 3 0 3 3 0 0 0 1
5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
11 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
14 0 0 0 0 1 4 4 1 0 1 1 0 2 0 0
18 0 0 0 1 3 2 2 1 1 2 3 1 0 0 0
29 0 1 2 2 4 4 4 2 1 2 3 0 1 0 0
34 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
37 0 0 0 1 2 0 0 1 1 1 2 1 1 1 0
53 0 2 9 1 2 0 0 2 0 0 0 3 0 1 0
60 0 0 0 2 4 2 3 4 1 0 1 0 1 0 0
78 0 0 0 1 1 1 1 1 0 0 0 1 0 0 0
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8 * 0 0 0 1 0 0 5 2 2 4 1 0 0 0
11 * 0 2 1 3 2 4 1 0 4 4 3 0 0 0
35 * 3 8 1 4 0 0 4 0 2 2 2 0 2 0
55 * 0 1 4 15 0 0 0 1 7 8 6 0 0 0
67 * 0 0 2 5 2 3 4 3 2 5 2 0 0 0
6 0 0 0 3 7 5 7 4 3 4 7 1 1 1 1
7 0 0 1 0 3 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0
34 0 0 3 1 3 2 2 2 0 0 0 2 0 0 0
37 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
91 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
99 0 0 0 2 2 2 2 0 0 2 2 0 0 1 0
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小林　礼秧 8 34
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森岡　裕大 0 10
石川　琢巳 4 30
柳内　龍馬 11
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京都産業大学

主審 茅野　修司 副審 大野　哲広

勝ち点0コ ー ト

戦評
前半から同志社大学がリードし、そのまま点差を開けていったゲームであった。京都産業大学はミスが多かったもの
の、シュートまではしっかり攻めることができていた。30点差で試合終了となったがその差はリバウンド力とシュート確
率から出てきた差であったように思われた。
第1ピリオド、#15谷口がファウルをもらい、フリースローを２本沈め幕を開ける。激しい攻防の中両者は得点を許さな
いが、京産大#55小林のミドルシュートにより、流れを掴むかと思われた。しかし、同志社#0田野の3Pシュートやインサ
イドで優勢となる。京産大はシュートまで持っていくことができるが決めきれず、点差が開き第1ピリオド終了。
第2ピリオド、第1ピリオドと同じく同志社#2石川がインサイドで得点し、試合開始。同志社は依然として着々と点を重
ねる。一方、京産大は#35柳内の3Pシュートなどで点を稼ぐが、同志社の激しいディフェンスを受けターンオーバー
が続き、簡単に得点をさせてもらえない。激しく体をぶつけ合い、両者ともファウルトラブルとなる。そこから、同志社
はよくファウルをもらい、フリースローをしっかりと決め続け、さらに点差を開け27点差で第2ピリオド終了。
第3ピリオド、#35柳内が2本3Pシュートを決めるが、同志社#0田野が負けじとスティールからそのまま3Pシュートを決
め、京産大は流れを持っていくことができない。そこからは両者ともに集中力が弱まったのかシュートが入らなくなり、
パスミスなどターンオーバーが増える。後半になると、バスケットカウントをもらったり、インサイドやフリースローにより、
点を取り合う。しかし、前半の得点が響き、京産大は点を詰められないまま、第3ピリオド終了。
第4ピリオド、点が動かないまま試合が展開される。しかし、#16岩附が3Pシュートを沈めた後、ミドルシュートや3P
シュートが入り、同志社は京産大をじわじわ離していく。時間が少なくなり、京産大はアーリーオフェンスで得点を稼
いでいく。1度は40点まで開いた点差を10点は詰めることはできたが、ここで京産大が力尽き、86-52と同志社30点
リードで試合は終了した。
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